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附属書 F（規定）曲げ試験方法 ꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏ 17 

附属書 G（規定）陰極剝離試験方法 ꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏ 19 
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著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。

まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 14 条第 1 項の規定に基づき，認定産業標準

作成機関である一般社団法人日本鉄鋼連盟（JISF）から，産業標準の案を添えて日本産業規格を改正すべ

きとの申出があり，経済産業大臣が改正した日本産業規格である。これによって，JIS G 3477-3:2018 は

改正され，この規格に置き換えられた。 

なお，令和 5 年 12 月 19 日までの間は，産業標準化法第 30 条第 1 項等の関係条項の規定に基づく JIS

マーク表示認証において，JIS G 3477-3:2018 を適用してもよい。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実用新案権に関わる確認に

ついて，責任はもたない。 

JIS G 3477 規格群（ポリエチレン被覆鋼管）は，次に示す部で構成する。 

JIS G 3477-1 第 1 部：外面 3 層ポリエチレン押出被覆鋼管 

JIS G 3477-2 第 2 部：外面ポリエチレン押出被覆鋼管 

JIS G 3477-3 第 3 部：外面ポリエチレン粉体被覆鋼管 
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日本産業規格          JIS 
 G 3477-3：2022 

 

ポリエチレン被覆鋼管－ 

第 3 部：外面ポリエチレン粉体被覆鋼管 

Polyethylene coated steel pipes- 

Part 3: External polyethylene powder coated steel pipes 

 

1 適用範囲 

この規格は，ガス，油，水などの輸送に用いるもので，主に地中（河川底，海底などを含む。）埋設用に

適用される外面ポリエチレン粉体被覆鋼管（以下，被覆鋼管という。）について規定する。 

注記 1 この規格は，外径 21.7 mm（呼び径 15A 又は 1/2B）～1 625.6 mm（呼び径 1 600A 又は 64B）の

直管及び異形管に適用されている（表 2 及び表 3 参照）。 

注記 2 被覆鋼管は，通常，－40 ℃～＋60 ℃の温度範囲で使用されている。 

2 引用規格 

次に掲げる引用規格は，この規格に引用されることによって，その一部又は全部がこの規格の要求事項

を構成している。これらの引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS B 2311 一般配管用鋼製突合せ溶接式管継手 

JIS B 2312 配管用鋼製突合せ溶接式管継手 

JIS B 2313 配管用鋼板製突合せ溶接式管継手 

JIS G 0202 鉄鋼用語（試験） 

JIS G 0203 鉄鋼用語（製品及び品質） 

JIS G 0404 鋼材の一般受渡し条件 

JIS G 0415 鋼及び鋼製品－検査文書 

JIS G 3444 一般構造用炭素鋼鋼管 

JIS G 3445 機械構造用炭素鋼鋼管 

JIS G 3452 配管用炭素鋼鋼管 

JIS G 3454 圧力配管用炭素鋼鋼管 

JIS G 3455 高圧配管用炭素鋼鋼管 

JIS G 3457 配管用アーク溶接炭素鋼鋼管 

JIS G 3460 低温配管用鋼管 

JIS K 6900 プラスチック－用語 

JIS K 6922-2 プラスチック－ポリエチレン（PE）成形用及び押出用材料－第 2 部：試験片の作製方


